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〔１〕講演２題
　「王子製紙㈱の環境への取り組み」
　「印刷業界を取り巻く法規制について」
　まず講演（１）は「王子製紙㈱の環境への取り組み」
というテーマで、王子製紙㈱洋紙技術部マネージャーの
北山力生さんが話された。「紙は木材と古紙をベースと
する循環型素材」であり、地球温暖化に対しても十分対
応できる試みであるとの視点に立つ。その上で、木材パ
ルプを原料とする紙生産の工程が資料（映像）を利用し
て説明された。また古紙として回収されることによって
何度でも再生される循環型素材であることが強調された。
その生産工程でのＣＯ２削減への対応策も語られた。
　もう１題は「印刷業界を取り巻く法規制について」で、
講師は富士フイルム㈱グラフィックシステム事業部商品
技術戦略グループ大貫良子さんであった。企業の社会的
責任という点からも、印刷業界でも環境問題への対応が
日々迫られている。（１）環境安全、（２）作業者の健康・
安全管理、（３）安全管理（取り扱い・貯蔵・化学物質管理）
等が今後一層重視されてくる。土壌汚染、大気汚染、有
害物質の混入等、自社の業務の結果でなくても部品の一
部に混入されているだけで罰せられるというのがこれか
らの法律解釈、今から十分学習、体験してもらいたいと
講師は強調した。我々もまだまだ学ばねばならぬことを
思い知らされた。

〔２〕総会
　10分休憩後、眼目の通常総会となった。櫻井専務理事
が司会を務め、開会の言葉（二重作副理事長）、印刷産業
人綱領斉唱（吉田副理事長先導）、理事長あいさつ（新理
事長）と続き、「地元支部から」の恒例で小倉編集工房小
倉新一氏が推薦されて以下議事を進行した。
第１号議案　平成19年度事業報告承認の件
第２号議案　平成19年度収支決算承認の件（事務局より報告）
監査報告（会計監査役が報告）
　以上の案件が一括報告提案され、会場に意見の開陳が
求められた。意見はなく、議長が２議案の承認を求め、
拍手をもって承認された。

　引き続き、３号議案「役員選出」が提案され、新しい三
役が決定した。
　理事長　　新井正敏（旧副理事長、アサヒ印刷㈱）
　副理事長　佐藤伍郎（旧副理事長、六三四堂印刷㈱）
　副理事長　岩渕　均（旧副理事長、関東図書㈱）
　副理事長兼専務理事
　　　　　　櫻井豊喜（旧専務理事、㈱櫻井印刷所）
　副理事長　大谷純一（新任、㈲三共社印刷所）
　副理事長　渋木理俊（新任、㈱秀飯舎）
７委員会名簿は別頁、通常総会議案書を参照下さい。
第４号議案　平成20年度事業計画（案）
第５号議案　平成20年度収支予算（案）
　以上２議案が一括提案された。予算の収入面では組合
員数減による賦課金減、支出では事務局員減での雑給費
の減等苦しい一面も見られるが、この二案を承認可決し
た。第６号議案も可決、第７号議案は審議事項なく、全
議案は終了した。その他報告事項として中央会印刷物受
注状況、平成19年10月の組合創立50周年記念事業の２
件について総会の席で報告を受け了とした。
　最後に今総会で退任となった新精一さん、二重作明さ
ん、吉田健さん３名に、新井新理事長から感謝状とささ
やかな記念品が渡された。会場からは万雷の拍手が長く
響いた。佐藤副理事長が閉会の辞を述べ、ここに総会は
滞りなく終了した。

〔３〕懇親会
　緊張した総会の席を立って隣りの一段と広い室に移り、
寛いだ懇親の席となる。組合員33名、来賓、関連業、報
道関係37名が10卓を囲んだ。新井理事長が総会の席とは
また違った語り口で組合員、関連業に語りかけ、今後の
重責を担っていく決意を語った。親しみのある一瞬であ
った。新前理事長の卓越した指導力を讃えた。応えてそ
の新さんもしんみりと自身の路をふり返り、「乾杯」を唱
した。ビールや酒がテーブルを回った。上尾・高橋印刷
さんが中締めを、渋木副理事長が、これから組合三役と
して臨む自身の役割についてきちんと語って閉会の辞と
した。

　当埼印工組平成20年度の通常総会が、５月23日（金）さいたま市大宮区の道山閣で開催された。
　今回の企画として、総会に先だって今問題になっている地球温暖化や環境問題、安全管理にかかわる諸法律規制
についての講演が行われた。午後３時～４時10分まで講演が２題、そのあと総会（１時間）、そして組合員と関連業
各社営業担当の方との懇親会（２時間）の設定であった。

富士フイルム㈱ 大貫良子氏 王子製紙㈱ 北山力生氏

大宮支部小倉理事が議長を
務める

来賓

埼玉県中小企業団体中央会
　松本氏

関連企業代表

溝口用紙㈱ 溝口氏

5月23日 さいたま市道山閣で

平成20年度埼玉印刷工業組合通常総会開催平成20年度埼玉印刷工業組合通常総会開催
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　　 平成20・21年度組合役員一覧

　　三　　役
　　　理 事 長　　新井　正敏
　　　副理事長　　佐藤　伍郎　　岩渕　均
　　　　　　　　　櫻井　豊喜　　大谷　純一
　　　　　　　　　渋木　理俊
　　　専務理事　　櫻井　豊喜（兼務）

　　監 査 役　　　古瀬　和正　　椎橋　俊夫

　　 委 員 会 名 簿

経営革新・マーケティング委員会
　　◎渋木　理俊　　宮岡　　子
　　○堀川　眞治　　高橋　　徹

共済事業委員会
　　◎岩渕　　均　　野中　光弘　　井坂　　功
　　○奥　　信吾　　新　　道行

教育・労務委員会
　　◎大谷　純一　　関口　裕治　　伊古田　俊
　　○市川　博也　　大塚　正晴

環境委員会
　　◎櫻井　豊喜　　沖田　正己　　惠　勇人
　　○井ヶ田公幸　　西野　和昌

組織委員会
　　◎佐藤　伍郎　　市川　健治　　古内　司朗
　　○井坂　　亨　　飯田　勇

広報委員会
　　◎櫻井　豊喜　　飯田　一義　　大川　正行
　　○小倉　新一　　北野元一郎　　大谷　純一
　　○高橋小佐治

官公需対策特別委員会
　　◎岩渕　均　　佐藤　伍郎　　渋木　理俊
　　○石川　治　　櫻井　豊喜　　大谷　純一

青　年　部
　　　井坂　　功
　　　　　　　　　　　　　　◎委員長　○副委員長

埼印工組理事長就任挨拶

　　　　　　　　　　埼玉県印刷工業組合

　　　　　　　　　　　理事長　新　井　正　敏

　平素は組合活動にご協力を賜り、誠にありがとうござ
います。
　私はこのたび、役員改選により理事長に就任いたしま
した新井でございます。前理事長同様にご支援ご協力の
ほどお願い申し上げます。
　埼印工組は昨年50周年事業を、無事盛大に相済ませ
ましたこと、皆々様に感謝申し上げます。50年の歴史を
区切りとして、また新たな一歩を踏み出したところであ
ります。
　今、印刷業界も大きく変化してきております。環境の
激変の中、社会に必要とされる産業としてどうなすべき
かが業界全体のテーマであると思います。私は業界内の
厳しい諸条件を一つ一つ克服し、夢と希望の持てる産業
になるよう努力をしていく所存であります。
　魅力ある組合活動とは、組合員企業との信頼関係に基
づくものであり、そのために勉強会を中心に3つのテー
マで活動してまいります。
　一つは、組合員の学びの場、参加の場として
　二つ目は、後継者の育成の場として
　三つ目は、関連企業の参加の場として
この三位一体、三方よくの精神を持って活動していきた
いと考えます。全印工連の動向、方針を踏まえ、また他
県の印刷組合との連携をはかり、埼印工組にフィードバ
ックしてまいります。今後は下記の目標を掲げ、組合発
展、また組合員企業の発展のためがんばりますので皆様
のご指導、ご協力をよろしくお願いいたします。

埼印工組は目指します
活字文化の担い手として50年の歴史を継承
情報コンテンツ産業への変革
埼玉の印刷ブランド力をつける
Ｐマーク取得の支援
We  Love  SAITAMA.  We  Love  PRINTING.

副理事長就任挨拶　　　　大 谷 純 一 　　

　この度、新任で副理事長並びに教育労務委員長を仰せ
つかりました。大変厳しい時代ではありますが、県工組
各企業のますますの発展を願って、微力ながら頑張りた
いと思います。ご指導・ご協力の程、宜しくお願い致し
ます。　
　　　　　　　　　　　　　
副理事長就任挨拶　　　　渋 木 理 俊

　新井新理事長は、新（あたらし）から新井（あたらしい）
理事長と自己紹介されていて、ユーモアある人だなぁと
思いました。
　私も名前は理俊（まさとし）。正敏（まさとし）繋がり
で先輩を見習い、厳しくとも楽しく、参加して良かった
と言われる組合活動を目指したいと思います。宜しくお
願いします。

前理事長へ感謝状と記念品
を贈呈

新井新理事長あいさつ

退任される二重作副理事長、新理事長、新井新理事長、退任の吉田副理事長

新理事長あいさつ

新役員
渋木、櫻井、佐藤、大谷各副理事長
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　　　　　　　　　　　　退任のごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　前理事長　新　精一

　印刷業は天職です。「愛とロマンと印刷業」という信
条でやってきました。愛とは、人も物も心より慈しむ心、
そしてロマンは人生大きな夢をもって生きる。この信条
は今も大事にしています。
　組合員及び関連商社の皆様のご指導、ご協力をいただ
き副理事長７期14年、理事長３期６年、都合20年間埼
印工組執行部を無事務めることが出来ました、心より感
謝申し上げます。この間大きな事としては、組合員の減
少問題には悩みました。業界あげての構造改善から業態
変革を余儀なくされ、大きな変化をなしとっげてきまし
た。次に理事長時代には安全衛生を目的に「たんぽぽ計
画」を３年間でやりました。更に平成19年10月19日、
埼印工組創立50周年事業を盛大に催すことが出来ました。
一部記念講演では、大日本スクリーン石田会長及び全印
工連浅野会長両氏の素晴しい講演をいただき、二部では
優良従業員及び役員等の表彰等充実した内容でした。三
部懇親会では会員及び関連商社、来賓140名がなごやか
で楽しいひとときを過ごせました。50周年記念誌も岩渕
委員長始め、事務局深井、佐々木さんの協力をいただき、
内容もしっかりした、読みやくて記録に残る記念誌に仕
上りました。会員各社の「我が社の歴史」記事での協力、
関連業等の広告協賛にも心より感謝する次第です。今後
とも60年、70年、…100周年に向って歩んでほしいと願
っています。
　今総会で新井正敏氏に次期の理事長職をバトンタッチ
しました。新しい執行部のもと、埼印工組が益々発展す
ることを願い、退任のあいさつとします。ありがとうご
ざいました。

　　　　　　　　　　　副理事長退任のご挨拶

　　　　　　　　　　　　㈱文化新聞社　吉田　健

　この度の通常総会に於いて、一身上の都合により副理
事長を退任いたしました。長い間、新理事長をはじめ役
員の皆様、また事務局の方々にはいろいろとお世話にな
り感謝申しあげます。今後は一組合員となり組合活動に
対しまして微力ながら協力して参りますので、よろしく
お願い致します。
　思えば古内理事長時代、共済委員会担当の副理事長か
ら始まり、最終年度、経営革新・マーケティング委員会
担当で終わりました。この間楽しい思い出、又大変考え
させられる問題等が多々ありました。
　今現在、我々印刷業界を取り巻く環境は、過去にない
厳しい状況に置かれていると思います。原油の値上がり
に始まり諸物価が相次いで上昇し、ついに我々業界の重
要な原資である用紙が、去年の秋の値上げに次いで本年
６月より１５％以上の値上げとなりました。我々全印工
の役員も値上げに対抗するために組織が全力で戦ってま
いりました。しかし、お客様はこの用紙の値上げについ
て、気持の上では判っていても現実には認めてくれない
のが現状です。我々を取り巻く環境は非常にきびしいで
す。この時こそ我々埼玉県印刷工業組合では、役員を始
め組合員が全員手を取り合って立ち向かっていかなけれ
ばならないと思います。業界の未来に明るい光が差すこ
とを願って、また埼玉県印刷工業組合の更なる発展を願
って退任のご挨拶と致します。
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6月5日（木）　マロウドイン熊谷にて

平成20年度青年部会通常総会開催される

青 年 部 だ よ り青 年 部 だ よ り

　去る６月５日、青年部会通常総会が埼玉県印刷工
業組合新井理事長ご出席のもと、マロウドイン熊谷
において開催されました。
　事業報告、決算報告、監査報告、新役員組織体制、
事業計画、収支予算と、慎重審議の結果、全て承認
可決されました。また、本年度は２年任期の改選期
であり、井坂会員が新会長に承認され、高橋会員か
ら会長職が引き継がれました。

　新役員の顔ぶれは以下の通りです。

　会　長　　井坂　　功
　副会長　　大川　正行
　　　　　　惠　勇人
　会　計　　馬場　直輝
　　　　　　海野　了一
　幹　事　　新　道行
　　　　　　今津　聖之助
　　　　　　馬場　高成
　　　　　　島田　高敏
　　　　　　見澤　茂
　監　事　　二重作　和久
　　　　　　高橋　　徹
　直前会長　高橋　　徹

　総会終了後、懇親会となりました。
　先ほどの総会で就任となった井坂会長をはじめ
とする新役員から自己紹介（一芸披露）があり、こ
れから２年間、「研修」と「親睦」を軸に、皆で協力
し新たな「伝統」と「伝説」を作っていこうと約束
しました。

新幹事の開会あいさつ 議長の高橋会長

来賓新井理事長、
熱のこもったあいさつ

監査報告、二重作監事

井坂新会長のあいさつ

市川元会長による中締め 新役員披露　新井理事長と共に大谷「副理事長」による乾杯
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北東工業株式会社
　東条秀樹氏

（株）ハーマン・
　インターナショナル・ジャパン
　平田幸一氏

懇親会胴上げ表彰

　全青協に参加

　全国青年印刷人協議会の第２１回全国協議会が、
２月２３日、　大阪市立阿倍野区民センターにて開
催されました。１３時に開会、議長の挨拶に始まり、
06－0 7年度の総括、第１回メディアユニバーサル
デザイン（ＭＵＤ）の活動報告等が行われました。
　活動報告終了後、北東工業株式会社代表取締役
社長東条秀樹氏による基調講演が行われ、「作り手
の移動」というテーマでした。北東工業さんは、「プ
リントビズ」というインターネットで印刷物を受
注するサイトを運営されており、その運営方法等
の講演を拝聴したわけです。
　続いて（株式会社ハーマン・インターナショナル・
ジャパン　取締役　平田幸一氏）による「組織改革
は適材適所から」というテーマで講演が行われま

した。このテーマの講演目的で、事前に「性格診断
テスト」を行い、会場でタイプ別の分析を発表・説
明を行うというもので、なかなか面白い講演とな
りました。
　講演の後は、06－0 7年度全青協アワードが発表
され、グランプリに「静岡県」が選ばれました。我
が埼玉も、頑張らねばならないようです。
　最後に、新議長・新副議長が紹介されて、全青協
全国協議会は閉会となりました。
　続いて、懇親会会場は「千日前　味園」へと場所
を移して行われました。かなりボリュームのある、
豪華な料理が用意されていたのには驚きました。
懇親会は和やかなムードの中、各都道府県の方々
と名刺の交換、挨拶等も行い、交流を深められまし
た。その後は市内で一泊し、翌日、無事帰宅するこ
とができました。
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　６月７日（金）、平成２０年度の関東五県印友会が、群
馬県安中市において群馬県工組の主管により開催され、
当工組から新井理事長、佐藤、櫻井、大谷、渋木各副理事
長、並びに事務局が出席した。
　午前１２時に受付を済ませ最初の行事である見学会は
近代日本の礎であり、現在世界遺産登録申請中の富岡製
糸場（国指定史跡・重要文化財）を見学した。その後、ホ
テルに会議場を移し、吉田群馬県工組理事長の司会で会
議が進められた。最初に印友会横山会長（茨城県工組理
事長）が「印刷業界は現在７兆円規模を持っているが７．
５兆円を目指し業界が結束しなければならない」と連携
強化を訴えた。つづいて、来賓として関東五県厚生年金
基金の小口理事長から基金の運営状況を含めて挨拶があ
った。
　討議は群馬県工組の吉田理事長が議長に就任して議事
に入った。
　議題は、「①各県工組・新年度組合運営の取り組みにつ
いて、②出席者による意見討議と今後の印友会について」
の二点で、議題１については、各県工組の理事長から各々
取り組みについての発表がなされた。議題２については
出席者全員が発言するなど議論と情報交換が活発に行わ

れ、議長の「活発な意見交換が為され、有意義な会議に
なった。本会の運営方法などについて本日の会議で言い
足りなかった方もいると思いますので、ご意見を添付の
指定用紙で当県までお寄せください。纏めた上で皆さん
にお知らせしたい。」との総括で議事が終了した。
　次に会長選出に移り、現会長の茨城県工組横山理事長
から吉田群馬県工組理事長にとの推薦がなされ全員一致
で賛成、群馬県工組吉田理事長が応諾して次期会長に決
定、就任した。退任された横山前会長には感謝状と記念
品が贈られた。最後に来年度の主管県である栃木県工組
の矢島理事長が歓迎の挨拶をして会議が終了した。
　続いて懇親会が開かれ、お互いの労をねぎらうととも
に、再会を約してお開きとなった。
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　埼玉県印刷営業士会第２４回総会が６月１４日（土）、
マロウドイン熊谷で開催された。開会にあたり矢
島会長は「本日は営業士会総会にご出席を賜り誠
にありがとうございます。さて、この度私は会長を
退任することになりました。今まで営業士会員の
皆様方のご協力並びに埼玉県印刷工業組合のご指
導ご鞭撻を頂きながら、３期６年間大過なく無事
務めさせて頂きましたことは、皆様方のお陰と心
より感謝申し上げます。本日の総会で第５代会長
が選出されると思いますが、次期会長にも私に頂
きましたご支援以上にご支援を頂けますようお願
い申し上げます。」と退任のあいさつをした。規約
により会長が議長となり、議事に入った。
 第１号議案　平成１９年度事業、決算報告承認の
件が提案され、小幡監事から監査報告があった。続
いて、第２号議案　役員選出、第３号議案　平成２０
年度事業計画案、予算案承認に関する件が提案され、
拍手をもって承認された。新会長に選出された常
任幹事の斉藤清氏が、会長就任のあいさつをした。
 「今回、第５代会長という大役を仰せつかり不安
と緊張をしている所です。歴代会長の名を汚すこ
となく務めるよう頑張りたいと思います。さて、今
年は年明け早々年賀ハガキの古紙の配合偽装問題
から始まり一般紙までもが、正規の基準に至って
いないなど、お客様には大変迷惑をかけ、信頼をも
失墜している所です。そんな中、今般用紙の値上げ
が昨年に引き続き実施された所です。印刷価格は
低下し、用紙を始めとする材料費の上昇によって
さらに収益が圧迫され、経済的に一層厳しくなる
と思われます。今回この値上げを製品売価に添加
できない場合は倒産、廃業が急速に加速するもの
と思われます。又、昨年より県においては、電子入

札が行われています。入札業者は、昨年の落札業者
と落札価格も把握しているので、価格破壊がより
一層、電子入札によって拍車を掛けていると思い
ます。ただただ安値争いの中に入るのではなく、し
っかりと利益を確保し、社内ではミス、ロスをなく
し、各社が生き残りを掛けて必死の努力と、より良
い営業戦略でお互いに切磋琢磨して、各企業の発
展に貢献していくことを願うところであります。」
 引き続き来賓の埼玉県印刷工業組合理事長の新井
正敏氏が祝辞を述べた。「私は先日埼玉県印刷工業
組合総会で、新さんの後任として理事長になりま
した。新さん同様宜しくお願い致します。組合員、
青年部、営業士会、関連企業と力を合わせてやって
いきたいと思っております。営業士会は２４年前
に発足したわけですが、新さん、五十子さん、私と
矢島さん、斉藤さんと引き継いで来たわけですが、
矢島さん、本当にお疲れ様でした。『印刷』はすば
らしい産業です。自信と誇りを持って活動してほ
しいと思います。」
 午後３時より、設楽印刷機材㈱代表取締役社長設
楽誠一氏による「印刷環境とその変化について」の
講演が行われた。総会参加の各自、熱心にきき入っ
た。
埼玉県印刷営業士会役員
　　会長　　　斎藤　清
　　副会長　　大谷　純一
　　常任幹事　五十子　寿彦
　　　　〃　　原田　豊久
　　　　〃　　鬼形　久
　　会計　　　北野　元一郎
　　監事　　　大塚　正晴
　　　〃　　　小幡　好則

第24回埼玉県印刷営業士会総会開かる
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埼玉県印刷営業士会講演会

「印刷環境とその変化について」

設楽印刷機材㈱　代表取締役社長　設楽誠一氏

１．日本の印刷産業と世界市場の現状
・日本と米国の印刷市場動向
　平成１８年度工業統計　印刷・同関連業の出
荷額は、６兆7,800億円、出荷額は91年をピー
クに減少
　事業所数、従業員数ともに減少傾向（特に
2005年3.2万社～2006年1.62万社が激減）
　日本の現状　国内マーケット　オフセット
が４９％、グラビア３８％、フレキソ９％、そ
の他４％
中国の印刷業
　97,391社の印刷会社・85,326社の複写および
活版印刷会社・約3,402,200人が印刷産業に従事

２．印刷技術の動向と産業構造の変化
・幅広い印刷需要に対応する特長ある特殊印刷
への強調
　優良企業１００社にみる事業戦略の真髄と
事業のあるべき姿

・付帯サービスによる拡印刷
・取扱い品目の多様化による拡大化
・特定領域で事業特化と事業の独立化
・異業種への事業展開（脱印刷事業）
・地域特化の優位性維持や特異性がビジネス起業

３．今後の印刷産業について
・印刷産業のボーダレス化と対応
　顧客の要望に応じて最適な印刷手段を提供する

４．多様化する印刷産業と事業領域の拡大
　・総合的なグラフィックビジネスへの転向
　　進展する印刷技術
　　新時代の印刷手法とその変化

５．「ビジネスチャンスをわが手に」発想の転換
　・３Ｃ・・・CHANGE・CHANCE・CHALLENGE
６．Drupa（ドルッパ）2008の緊急報告

７．煮え蛙
　蛙は、浸かっていた水が急に熱湯に変われ
ば飛び跳ねて逃げる。が、徐々に熱せられる
と逃げられなくなる。教訓、急な変化には対
応できるが、ゆっくりの変化にはなかなか対
応できず、気づいてからの対応では間に合わ
なくなる。
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矢島会長あいさつ 斉藤新会長あいさつ 新井理事長あいさつ

講師　設楽誠一氏 熱心に講演を聴く会員 新旧会長と理事長で



　去る３月５日（水）、東京・日本橋の大日本イン
キ化学工業㈱会議室において、１９年度下期例会
が長野工組の主管で開催された。
　冒頭、あいさつに立った堀会長が「昨年の中越地
震被災に際し多くのご支援を頂きましたことにつ
いて、柏崎支部より皆様に感謝とお礼を申し述べ
て欲しい旨の伝言がありましたのでお伝えすると
ともに、私からも改めてお礼を申し上げます。
　全青協で立ち上げたユニバ―サルデザイン（ＵＤ）
の活動が広がりをみせ、頭にＭ（メディア）がつき
ＭＵＤと略称され、印刷業界における社会貢献の
一端として認知されてきているのではないか。新
潟県工組で開催した印刷文化展においても関心を
集めた。また、全印工連でも活動目標として取り上
げて支援するようであり、各県工組でもより関心
を持って取り上げていただきたい。
　官公需問題については、他県の活動事例などの
情報交換が蜜になり、着実に進み始めており、最低
制限価格制度導入に向けて更に活動を活発化させ
て欲しい。
　諸資材の高騰で経営を圧迫されているが、主要
資材である用紙、インキについては一時停滞して
いるが、偽装問題が決着すると値上げ攻勢が強ま
るのではないかと危惧される。
　来年度は２００８計画完結の年であり、結果を
出している企業もあるが、業態変革は企業活動に
あってはエンドレスの課題であり、示された手法
を活用して生き残りを果たして欲しい。」と述べた。
続いて審議議題が審議されたあと、全印工連官公
需特別委員会の横山委員（茨城県工組理事長）から、
委員会活動の現況が報告され「製造物請負制度へ
の移行は着実に進んでいるが、その先の最低制限
価格制度の導入については抵抗が強く、各県とも
苦慮している。全印工連としては見積書に積算明
細書添付の義務化を求めるなどの統一した要請文
を作成して、各工組連名で県市町村に要請する事
にしているので一斉に行動して欲しい。」と報告が
あった。

　次に今回特別に来賓として出席された全印工連
浅野会長から「１０～２０世紀において最も発展
したのは、グーデンベルグが発明した印刷技術に
よる印刷産業である。そのＤＮＡを受け継いでき
たのが我々であり、印刷の持つ文化を次の世代に
受け継がなければならない。何事においても自身
が明確な意思を示さなければ何も始まらない。そ
の上で目標や戦略戦術を従業員と共有して行動す
ることが求められる。また、企業活動において利益
が確保されなければ何も出来ないが、自社の利益
を追い求め過ぎると、昨年来発生している社会的
責任を逸脱した偽装問題に繋がってくるので、考
えなければならない。利益には仲間と分かち合う
利益や、社会に還元する公益があってもよいのでは。
その意味で全青協が提唱するＵＤは評価でき、頼
もしいと感じている。また、彼等から全国展開のた
めに必要な受け皿の整備を求められているので、
各県工組でも早急に検討、整備をお願いする。最後
になるが、本年度限りで会長職を辞することにな
るが、在職中に多くのことを学ぶ機会に恵まれこ
とに感謝申し上げる。」と挨拶された。
　最後に全印工連経営革新・マーケティング委員
会水上委員長から、欧米における印刷業の変革に
ついて実例を中心に講演が行われて、第１部の会
議が終了した。
　続いて理事長会・各分科会が行われた後、全体会
議で討議内容が報告され、例会が終了した。

関東甲信越静地区印刷協議会19年度下期例会開催される
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熊谷支部通常総会開催

　去る、５月17日（土）午後6時よりささや食堂に
おいて、埼玉県印刷工業組合熊谷支部通常総会が開
催されました。当日は１０名の会員が出席し、飯田
支部長〔大同印刷（株）〕の開会の挨拶の後、議事に
入りすべての議題が慎重に審議され、全会一致で承
認されました。
　そして、椎橋俊夫氏〔（株）博文社〕の閉会の挨拶
で通常総会は終了致しました。
尚、本年度役員は昨年度同様下記の通り承認されま
した。

　支部長　　飯田一義　　 副支部長　大塚正晴
　役　員　　市川博也　　 役　員　　大川竹夫
　役　員　　神山茂和　　 役　員　　椎橋俊夫
　役　員　　関口裕治　　 役　員　　夏目義夫
　会　計　　梶塚光男　　 監　事　　榊原英雄

その後、恒例の懇親会へと続きました。

大宮刷機会、日帰りバス旅行

　深緑の自然に抱かれた箱根路へのキャッチフレー
ズで、お誘いした今回の刷機会日帰りバス旅行には、
二十余名の参加がありました。毎回のことながら当
会の行事は、９０％天候に恵まれております。その
「上天気」の４月２０日（日）、一路箱根を目指して
出発しました。
　途中、渋滞にも遭わず車中も和気藹々で首都高＝
東名＝御殿場、そして大涌谷では硫黄の匂う山肌を
見物しながら、名物の黒い温泉卵を買う姿が見られ
ました。
　そこからロープウエイにて桃源台へ。芦ノ湖を海
賊船に乗り元箱根へ。船上では湖上を渡る風も爽や
かでした。
　昼食は絹引のおそばに舌鼓、皆さん大満足の様子
でした。食後には箱根新道＝小田原に出て、かまぼ
こ作りを見学、買い物。
　帰りは厚木道＝東名道＝首都高と予定の時刻に
出発場所のソニックシティへ無事到着
　皆さん一日お疲れさまでした。

支 部 だ よ り支 部 だ よ り

　報告要旨

理事長会
平成19年度決算見込みの承認
役員改選についての情報交換（機関決定後公表）

経営革新・マーケティング委員会
　１．平成19年10月の用紙価格調査集計結果に
ついては、回答率が24％と低く、信頼度が問題。
次回調査では回収促進をお願いする。

教育・労務委員会
　１．労働関係法令改正への対応について
①労働契約法の施行について
　　平成20年3月1日施行
②最低賃金法の一部改正案の成立について
　　（埼玉県702円／時給）
③改正パ―トタイム労働法の施行について
　　平成20年4月1日施行

環境委員会
　１．再生紙古紙配合率問題について
　配合率で刷り直しなど、損害が発生した時は紙
商を通じて製紙メ―カ―が誠意を持って対応す
ることになっている。

組織委員会
１．組合員数が2008年1月現在6,928社まで激減
している。
２．ＭＵＤ（メディアユニバーサルデザイン）に
ついては神奈川県工組で50周年記念事業とし
て取り上げる予定

共済事業委員会
　１．各種共済事業の運営状況について
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大連視察紀行　（前号の続き）

　　　　　　　　　　　　　理事長　新井　正敏　

　次は日本語DTPを行なっている2社の視察である。
　1社目は「大連愛科」で、大手印刷会社の組版制作を
行なっている。切抜き、DTP（ちらし、カタログ、パン
フレット等）、CADが主な仕事となっている。現場を視
察すると、オペレータが手際よく仕事を裁いている様子
が伺えた。納期管理に関してもプロジェクトチーム内で
うまく行なっているようである。それぞれチームにはリ
ーダーがいて、進行管理ソフトを使っているのかと思い
きや、アナログ手法での管理をしているようである。
　日本との連絡はメール、FAXがメインとなり、データ
の受け渡しはFTPを主に使用しているようである。今
のところ特に問題は無いとのこと。社員数は約120名ほ
どである。入居しているビルは日本の森ビルが建てたビ
ルであった。

　大連愛科の入居しているビルの外観　 「愛科」社内作業風景

　もう1社は当社にも仕事のアプローチのあった「TSS」
という企業である。「TSS」の社長は日本のプロセス資
材を退社した後、起業したそうである。日本と大連を往
復し、日本の印刷会社から受注している。日本のK社は
大連へ50％、組版制作を移管しているという。日本のK
社からも2人のオペレータを派遣していて、管理をして
いる。受注を依頼する日本の企業に登録している中国人
を派遣し、数ヶ月の教育ののち中国に帰国し、「TSS」
のオフィスでWEBカメラ等を用いて、あたかもその企
業で働いているかのように作業をしている。毎日数回、
WEBカメラ、Skypeを用いてミーティングを行い、進捗
等もチェックしているという。
　今後5年～10年と継続していく場合、行く行くは大連
でも人件費高騰の問題も起きてくるだろう。その際はも
っと中国の奥地も視野に入れているという。（内モンゴ
ル等含）
　2日目は大連のソフトウェアパーク内を見学した。管
理しているのはDLSP（大連ソフトウェアパーク）。そこ
で元IBMの三上マネージャーに案内していただいた。
現在の大連の様子、日本企業の思い等の説明を聞いた。
ソフトウェアパークには6つの大学があり、ソフトウェ
ア開発をメインにやっている理工系の大学が多い。現在
は単純に大学を卒業してもあまり就職先はないらしく、
そのため日本語を勉強し、少しでも給料のよい日系企業
に就職を希望する学生が多くなってきている。
　日本語教育もさかんに行なわれており、専門学校、大
学等様々な学校で日本語を推奨している。毎年25,000人
の学生が卒業しているのだが、大連市を含む遼寧省、吉
林省、黒竜江省を東北3省と呼ぶのだが、東北地方だけ

で1億三千万人以上（日本の総人口以上）の人口がいる。
実際はもっといるとのこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全体の鳥瞰模型

　次に元ライブドアCHINAの「EdgeSoft」という企業
を見学した。ここはコールセンターBPO業務、WEBの
システム開発をメインにやっているところである。この
企業の名刺は以前ライブドアが使っていた特殊サイズの
名刺をそのまま踏襲していた。ところどころにライブド
アのにおいを感じさせるところがあった。この企業はラ
イブドア全盛の時代に大連の人材を教育するのではなく、
日本から逆の発想で日本人を大連に出向させて中国とい
う地にあった給与で労働をしてもらうという仕組みを作
った企業でもある。そこで働いていた方たちは中国各地
で現在も活躍しているという。

　　　　　　　　　　　　　　　　 MTGルームからの風景

　ちょうどその日に内モンゴルから日本語DTPの視察
に来ていた大学教授と合流し懇談したことも有意義であ
った。モンゴルも日本語DTPの受注システムを研究し
ているという。まさに中国大陸を日本語組版の協力会社
として埋め尽くすような気さえする。ただ問題は価格と
時間対応、確実性の問題が残る。
　3日目午前中は、日本との関係の深い日露戦争のあっ
た旅順の見学、そして有名な203高地を見てまわった。
105年前に日本が勝利した戦いである。

　午後は建設中の大連ソフトウェアパークの第2期開発
区を視察した。今回訪れたのは管理棟の入っている建物
内である。ここの一画全てをシンガポールのビジネス・
スペースの開発・管理運営会社であるDalian Ascendas
（大連アセンダス）が占めている。やはり、日本企業も

乃木将軍とステッセル将軍が
会談をしたとされるテーブル

↑左側が日本人ようの椅子
（当時背が低かったため高めに設定
されている。右側がロシア側）
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日本には無いようなカタチを
した特徴的な建物が目立つ

中国を代表する石油会社

中国を代表する
ソフトウェア開発企業
である「Neusoft」
大学も併設している

多数進出を決めているという。アジアを中心に世界10ヶ
国、1,000社以上の企業が利用している。インド、オマー
ン、タイ、ベトナム、インドネシア、シンガポール、フ
ィリピン、中国、韓国、日本がメインとなっている。グ
ローバル企業として現在も躍進中である。
　建物内を案内してもらった方は日系企業を担当するマ
ーケティング部の役員でした。日本語を埼玉大学で学び、
群馬のサンデンで研修を積んだ方で流暢な日本語で案内
をしてくれた。埼玉大学と聞いて、偶然ながらも世界の
狭さを感じた時でもあった。
  3日間の視察を通し、ガイドをしていただいたスィン
グバイ2020の中国代表の本山さん、及び姜さんには心
から御礼を申し上げたい。また、その窓口として対応し
た丸山さんにも併せて御礼を申し上げたい。
　今回のツアーで感じたことは日本国内に目を配るだけ
でなく、中国なり海外の印刷を含めたメディアの動向に
も常に触れて情報を掴む努力が必要であるということ。
日本の印刷業者間の激しい終わりの無い戦いをみると、
中国との連携も一つの選択肢のような気すらする。日本
が世界で負けないためにも、政治経済で紛争をしている
時ではないと感じたのは私だけではないと思う。無資源
国として成熟しきった感のある日本は世界を見る目を大
いに養うべきである。

　危機感を感じ、アジアのリーダーたる目をもって行動
していかないといずれ中国を含むアジアの国々に置いて
いかれることも十分あり得る。今回接した大連の方たち
は大きな夢を持ち続け、ひたむきに生きている。一人一
人のパワーが集まると今後も相当の成長が期待される。
まだまだこれからの街であるとは思うが、アジアを代表
する場所であることは間違いない。
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FUJIFILM
FFGS drupa  2008  Seminar
開催日時　■　2008年7月15日（火）

　　　　　　14:00～16:45（13:30受付開始）

　　場所　■　埼玉会館　３C　けやき
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３月６日　竹内写真製版㈱（青年部会員）
　　　　　ご母堂　竹内　久子様

３月28日　たつみ印刷㈱（深谷支部・顧問）
　　　　　ご母堂　新　綾子様

５月27日　東洋印刷㈱（深谷支部）
　　　　　ご尊父　河田　六郎様

謹んでご冥福を
　　お祈り申し上げます

　5月23日（金）、当組合の平成20年度通常総会がさいたま市大宮区で開催された。旧大宮で開催されたのは何
年振りだろう。久々である。ところで今総会での案件で、人事（役員選出）がちょっと目を引いたのではないだろ
うか。理事長は副理事長からの昇格だが、専務理事から副理事長兼務になったＳさん含め、６名中３名半分が、青
年部の主要メンバーである。Ａ理事長さんも昭和19年12月生まれというから、前期三役と平均年齢は５歳は若く
なったのではないか。Ａさんも前理事長も秘かに、今期三役の、若さを売りものの力の発揮しどころを期待してい
るのではないだろうか。期待が稔れば「してやったり」である。ただ、組合員の減少も、財政の厳しさも、年ごと
締めつけられて尋常でない。また組合員に動いてもらうのもこれ又容易でない。三役同年輩から少し若い年齢層
まで、二世、三世の心にくいこむようなメッセージを発してこれからの力を引き出せないか。埼印工組東西南北で
の地区懇談会などスケジュールが組めないだろうか。編集子が物申すのは大変おこがましことだが、今回の三役
陣容を見て、そんなことを夢想してしまった。アウトサイダーの中にも仕事を通して既知の人もいる。そんな新人
さんにも声かけ、組合加入してもらえるとありがたいのだが…。（Ｓ．Ｏ）

２月21日（浦和ワシントンホテル）

関東五県厚生年金基金予算代議員会　二重作・新井・

佐藤各副理事長、櫻井専務理事、中村顧問、鈴木氏

出席

２月23日～24日（大阪　阿倍野区民センター）

全青協・第21回全国協議会　恵・馬場両協議員代

行出席

２月27日（組合事務所）　

三役会議　新理事長、二重作・吉田・新井・佐藤・

岩渕各副理事長、櫻井専務理事、事務局佐々木出席

２月28日（大宮サンパレス）

埼玉県中小企業団体中央会情報連絡員新春懇話会　

事務局佐々木出席

３月５日（東京ディックビル）

関東甲信越静地区協議会　新理事長、二重作・吉田・

新井・佐藤・岩渕各副理事長、櫻井専務理事、事務

局深井出席

３月14日（熊谷ティアラ２１ハートピア）

　　第４回役員会・広報委員会

３月26日

県庁訪問　新井・岩渕各副理事長、櫻井専務理事出

席

４月４日（組合事務所）

営業士会監査　小幡・大塚両監事、事務局佐々木出

席

４月７日（本塚会計事務所）

　　会計士帳簿検査　事務局佐々木出席

４月15日（組合事務所）

会計監査　古瀬・椎橋両監事、新理事長、櫻井専務

理事、事務局佐々木出席

４月22日（東京　アジュール竹芝）

全印工連第１回理事会・関東甲信越静地区協議会理

事長会・全日本印刷産業政治連盟総会

新井副理事長出席

４月23日（組合事務所）

予算会議　新理事長、二重作・新井・佐藤・岩渕各

副理事長、櫻井専務理事、事務局出席

５月１日（熊谷ティアラ２１ハートピア）

　　第１回理事会

５月17日（熊谷　ささや）

　　熊谷支部総会

５月23日（大宮　道山閣）

　　埼印工組通常総会・講演会

５月27日（東京　アジュール竹芝）

　　全印工連通常総会　新井理事長出席

５月28日（パレスホテル大宮）

埼玉県中小企業団体中央会通常総会　渋木副理事長

出席

６月５日（マロウドイン熊谷）

　　青年部通常総会　新井理事長出席

６月６日～７日（群馬　ホテル磯部ガーデン）

新井理事長　佐藤・櫻井・大谷・渋木各副理事長　

事務局深井出席

６月10日（熊谷商工会議所）

　　中央会北部支部幹事会　新井理事長出席

６月14日（マロウドイン熊谷）

　　営業士会総会・講演会
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